
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市内の外国⼈⼈⼝は、令和６年５⽉末に 12 万⼈を超えました。更なる増加が⾒込まれる
中、市内在住外国⼈の⽣活意識やニーズを把握し、市政運営や政策⽴案の基礎資料として活⽤す
ることを⽬的に、「横浜市外国⼈意識調査」を実施しました。 

調査は、郵送による無記名調査で、住⺠基本台帳から無作為抽出した満 18 歳以上の市内在住
外国⼈ 5,000 ⼈を対象に実施し、郵送またはインターネットにより 1,512 件（回収率 30.2%）の
回答が得られました。 

調査結果では、現在の⽣活に満⾜と回答した⼈が７割を超え、まだ地域活動をしていない⼈のう
ち地域活動への参加意向のある⼈が５割近くとなりました。また、地域防災拠点の場所を知っている
⼈は 4 割以下となりました。 

今後、外国⼈の地域での活躍に向けた後押しや、災害時の外国⼈⽀援などの課題に取り組み、
外国⼈材の受⼊・共⽣を⼀層推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の概要は、下記ホームページからご覧いただけます。 
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/kokusai/kyosei/fr-chosa01.html 
調査結果の報告書は、令和７年 3 ⽉末までにとりまとめ、上記ホームページに掲載します。 

令 和 ７ 年 ２ 月 2 0 日 
国 際 局 政 策 総 務 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令和６年度横浜市外国⼈意識調査 結果の概要 
〜現在の⽣活に満⾜と回答した⼈が７割以上、 

  まだ地域活動をしていない⼈のうち参加意向を有する⼈が約５割など〜  

調査の概要 

調査対象数︓5,000 ⼈（満 18 歳以上の市内在住外国⼈を住⺠基本台帳から無作為抽出） 
回 収 数︓1,512 件 
回 収 率︓30.2% 
調 査 ⽅ 法︓郵送による無記名調査（郵送またはインターネットによる回答） 

※調査票は６⾔語（⽇本語、英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語） 
調 査 期 間︓令和６年７⽉〜８⽉ 

 結果のポイント 

① 暮らしの満⾜度 
現在の⽣活に満⾜（満⾜している＋やや満⾜している）している⼈は 71.0％  

② 地域活動への参加意向 
まだ地域活動をしていない⼈のうち、「やってみたい地域活動は何ですか」という問いに対し、何らかの地
域活動への参加意向を⽰した⼈は 48.7％   

③ 地域防災拠点の認知度 
「知っているし、場所もわかっている」38.5％、「知っているが、場所はわからない」25.5%、 
「知らない」30.7%  

裏面あり 

※詳しくは別添資料をご確認ください。 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

国際局政策総務課多文化共生推進担当課長  廣瀬 綾子  Tel 045-671-3826 

前回調査の概要 
（令和元年度） 

調査対象数︓5,000 ⼈（満 20 歳以上の市内在住外国⼈を住⺠基本台帳から無作為抽出） 
回 収 数︓1,764 件 
回 収 率︓35.3％ 
調 査 ⽅ 法︓郵送による無記名調査（郵送による回答） 

※調査票は６⾔語（⽇本語、英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語） 
調 査 期 間︓令和元年 11 ⽉〜12 ⽉ 
報 告 書︓ 
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/kokusai/kyosei/fr-chosa01.html 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
現在の生活に満足（満足している＋やや満足している）と回答した人は 71.0％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和６年度横浜市外国人意識調査結果のポイント 

ポイント① 生活の満足度 満足度は７割を超える 

満足している
31.6%

やや満足している
39.4%

どちらともいえない
18.2%

やや不満がある
4.1%

不満がある
2.2%

わからない
1.0%

無回答
3.5%

<現在の生活の満足度（単一回答)> (n*= 1,512)
*当該設問の有効回答数

「満足している」（31.6％）と
「やや満足している」（39.4％）
を合わせると 71.0％ 

別添資料 

〈参考 令和元年度調査結果（単一回答）〉 

満足している

31.7%

やや満足している

32.4%

どちらともいえない

25.5%

やや不満がある

4.7%

不満がある

2.9%

わからない

1.5%

無回答

1.3%
(n=1,764)

「満足している」（31.7％）と
「やや満足している」（32.4％）
を合わせると 64.1％ 



 

 

 
 

 
 
 
まだ地域活動をしていない人のうち、「やってみたい地域活動は何ですか」という問いに対し、何ら

かの地域活動への参加意向を示した人は 48.7％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント② 地域活動 
まだ地域活動をしていない人のうち、５割近くが 
参加意向あり 

16.4%

15.0%

14.6%

11.1%

10.9%

10.3%

9.7%

8.5%

8.1%

7.2%

6.1%

5.7%

4.8%

3.0%

2.5%

0.5%

36.2%

15.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

言語を教える

通訳・翻訳をする

日本に来たばかりの外国人の支援

外国の文化や習慣を教える

公園の掃除や花の世話

地域のスポーツイベント

やチームに参加する

地域のイベントを企画する・手伝う

GREENｘEXPO2027のボラン

ティア（通訳や案内など）

防災活動（消防団や地域の避難訓練など）

外国につながる子どもの支援

勉強を教える

高齢者や体の不自由な人の支援

子どもを預かったり面倒を見る

自治会・町内会やPTA

NPOや市民団体の設立

やメンバーとしての参加

その他

特にない

無回答

<やってみたい地域活動 (複数回答)>

(n＊= 1,001)

地域活動への参加意向
48.7%

複数回答が可能なため全体
(100%)から「特にない」(36.2%)

と「無回答」(15.2%)を除いた
値を参加意向とした。

*当該設問の有効回答数

36.7%

32.4%

31.0%

21.7%

21.5%

15.6%

15.5%

15.1%

11.6%

7.5%

1.0%

20.1%

5.7%

0% 20% 40%

日本に来たばかりの外国人の支援

言語を教える

通訳・翻訳をする

外国の文化や習慣を教える

地域のイベントを企画する・手伝う

外国につながる子どもの支援

高齢者や体の不自由な人の支援

勉強を教える

子どもを預かったり面倒を見る

スポーツを教える

その他

特にない

無回答

(n=1,764)

地域活動への参
加意向74.1％

複数回答が可能なため、
全体（100％）から「特にない」
（20.1％）、「無回答」（5.7％）
を除いた数値を参加意向とした

〈参考 令和元年度調査結果（複数回答）**〉 ** 地域活動の経験有無にかかわらず、

すべての人を対象としています。 



 

 

 
 
  
 
大地震が起きて自宅が使えなくなったときなどに避難する場所「地域防災拠点」について、「知っ

ているし、場所もわかっている」38.5％（前回（令和元年度）43.9％））、「知っているが、場所はわ
からない」25.6％（前回 27.7％）、「しらない」30.7％（前回 25.8％）となりました。地域防災拠点
の場所を知っている人は４割以下となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ポイント③ 防災 地域防災拠点の場所を知っている人は４割以下 

＊当該設問の有効回答数 


